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介護度 介護1 介護2 介護3 介護4 介護5 合計

入居者 1 3 3 1 1 9

月日 備考

4月7日 山下出席

4月20日

4月20日

4月25日

5月13日

5月17日

5月18日

区分 30代 0名 40代 0名 50代 3名 60代 5名 計8名

出席者　：　10人　

地域密着型サービス　第１回運営推進会議（書面案内）

事業所名　：　グループホームおくうら

開催日時　：　令和4年5月28日（土）　書面に送付による開催

開催場所　：　クループホームおくうら会議室

利用者 有識者

利用者家族 五島市職員

地域住民代表

　　(5)入居・退所等　

事業所職員：全員へ文書供覧
3

（管理者、介護職員、社長）

上記、利用者家族、地域代表等へ書面で報告

議事・報告内容

　1．利用者の状況（R4．5現在）

　　(1)入居者数　　９名

　　(2)要介護度

　　(3)男女別　　男性：2人　　女性：7人

　　(4)平均年齢：84.3歳（R4．5現在）

聖マリア病院とのリモート診療

　　　　４月：入院0名、退院0名

　　　　５月：退去0名、入居0名

　2．活動状況報告

　　(1)行事・イベント

行事・イベント等

奥浦中、奥浦小入学式

井上医院往診

聖マリア病院とのリモート診療

スタッフ会議（文書配布方式）

スタッフ会議（文書配布方式）

井上医院往診

　　(2)職員の状況

　　　・男性　2名　女性　6名

　　　・年齢別



　　　20：00頃「寝る」と言われ、ベットへ誘導するも、すぐに起き上がろうとされ

　　　策定が義務化となった。

以　上

　　　R4・4・18　18：10頃、就寝薬服用し、フロアで見守りした後、19：00自室

　　　・資格　介護支援専門員3名、介護福祉士4名、実務者研修1名、ヘルパー2級2名

　　　　　（重複して有する資格を含む）

　　　・勤続年数　3年未満2名、10年以上4名、15年以上2名

　　(3)ヒアリ・ハット報告及び対策等

　　　○利用者　K　様

　　　【ヒアリ・ハット発生状況】

　　(4)各種委員会の報告（書類配布にて）

　　　へ誘導する。19：15廊下に這って出て来られる。時間を伝え休んでもらうも

　　　再度出て来られる。車イス移乗し、頓服の不眠時薬（クエチアピン25㎎）服用

　　　後、しばらくフロアで過ごしてもらう。

　　　るため、再度フロアへ誘導し、見守りを行う。その後も3回ほど同様の行為を

　　　繰り返される。3：00頃にようやく入眠される。

　　　【対策・対応】

　　　○その都度、本人の訴えを受容し、できるだけ不安を取り除く声かけを行う

　　　○転倒予防のため、別の敷布団を床に設置し、ベット柵、Pトイレ・車イスの

　　　　取っ手を本人の昇降動作の補助となるように設置する。

　　　○病院（内科、精神科）との連携を密にし、その都度状況を伝え、薬の調整を

　　　　行う。

　　　　また、自然災害時の業務継続計画の策定についても同様である。

　　　　７月１日で策定し、各ユニットに配備している「各種マニュアル・指針等一

　　　欄表」の差し替え・改定を行う予定です。

　　　感染した場合においても、業務が継続できるよう「業務継続計画（BCP）」の

　　　○5月24日　高齢者虐待防止委員会による資料配布・・・別紙参照

　　　　「高齢者虐待防止法」について

　　　　（1）高齢者虐待防止法の趣旨

　　　　（2）高齢者虐待の捉え方

　　　　（3）高齢者虐待防止の定義に該当する場合

　　　　（4）高齢者虐待の類型

　　　　（5）なぜ、どうして高齢者虐待が起こるのか

　3．その他

　　（1）業務継続計画（BCP）等の策定

　　　　R3年度介護報酬改定に伴い、新型コロナウィルス感染症に入居者又は職員が


